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2025 年 10 月号 

 224 号 

奈
良
革
新
懇
２
０
２
５
年
総
会
「
報
告
と
提
案
」
（
要
旨
） 

革
新
懇
の
３
つ
の
共
同
目
標
を
掲
げ
、自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う 

共
同
の
輪
を 

よ
り
太
く
、
大
き
く
し
て
い
こ
う 

 

衆
院
で
も
、
参
院
で
も
自
公
が
少
数
与
党

に
転
落
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
民
党
政
治
に

代
わ
る
新
し
い
政
治
に
つ
い
て
の
選
択
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
７
月
の
参
院
選
で
は
、
戦
争
推

進
の
極
右
勢
力
が
台
頭
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

歴
史
的
岐
路
の
も
と
で
私
た
ち
は
奈
良
革
新

懇
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

自
民
党
政
治
を
延
命
さ
せ
る
新
た
な
連
立

や
解
散
・
総
選
挙
の
可
能
性
も
含
め
、
政
局
が

極
め
て
流
動
化
し
て
い
ま
す
。 

国
民
の
暮
ら
し
の
危
機
は
深
刻
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。平
和
も
社
会
保
障
も
、教
育
も
。 

こ
う
し
た
危
機
の
打
開
に
は
、
国
民
の
側
の

共
同
の
輪
を
よ
り
太
く
、
大
き
な
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
新
し
い
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 革
新
懇
の
「
３
つ
の
共
同
目
標
」
が 

新
し
い
政
治
の
方
向
性
を
示
す 

 

自
公
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
野
党
も
国
民
の

苦
難
を
解
決
す
る
方
向
性
を
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
中
で
、
革
新
懇
の
「
３
つ
の
共

同
目
標
」
は
自
民
党
政
治
に
代
わ
る
新
し

い
政
治
の
確
か
な
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
、
革
新
懇
の
「
３
つ
の
共
同
目

標
」
が
注
目
さ
れ
る
情
勢
で
す
。 

 

日
米
安
保
条
約
の
危
険
性
を 

 

わ
か
り
や
す
く
、広
く
知
ら
せ
よ
う 

 

特
に
共
同
目
標
の
三
つ
目
に
あ
る
「
日

米
安
保
条
約
を
な
く
し
、
非
核
・
非
同
盟
・

中
立
の
平
和
な
日
本
を
」
め
ざ
す
取
り
組
み

の
強
化
は
“今
”の
、切
実
な
課
題
で
す
。 

 
自
民
党
政
治
の
「
歪
み
」
と
行
き
詰
ま

り
の
お
お
も
と
に
、
日
米
安
保
条
約
が
あ

り
、
そ
の
危
険
性
を
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
広
く
、
深
く
知
ら
せ
、
軍
事
同
盟
か

ら
の
離
脱
を
政
治
の
課
題
に
押
し
上
げ
て

い
く
こ
と
が
暮
ら
し
や
社
会
保
障
の
危
機

を
打
開
す
る
た
め
に
不
可
避
で
す
。
革
新

懇
の
役
割
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
は 

足
元
の
「
わ
が
こ
と
」
の
問
題 

 

「
安
保
３
文
書
」
は
私
た
ち
の
「
足
元
」

で
具
体
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。 

た
た
か
い
が
広
が
っ
て
い
る
祝
園
ミ
サ
イ

ル
配
備
弾
薬
庫
拡
張
問
題
や
当
事
者
で
あ
る

奈
良
市
在
住
の
若
者
本
人
が
原
告
と
し
て
提

訴
し
て
た
た
か
っ
て
い
る
自
衛
隊
名
簿
提
供

訴
訟
（
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
）
が
示
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
２
つ
の
た
た
か
い
は
、
今
日
の
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
を
め
ぐ
る
情
勢
を
「
わ

が
こ
と
」
と
し
て
理
解
し
、
市
民
に
訴
え
、

知
ら
せ
る
う
え
で
も
重
要
で
す
。
奈
良
革
新

懇
は
、
こ
の
２
つ
の
た
た
か
い
を
全
力
で
支

援
し
ま
す
。 

ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
を
求
め
る

運
動
は
核
保
有
国
や
日
本
政
府
が
固
執
す
る

核
抑
止
力
論
を
乗
り
越
え
、
大
軍
拡
路
線
を

止
め
る
力
で
す
。
加
え
て
、
最
低
賃
金
１
５

０
０
円
の
実
現
、
社
会
保
障
の
拡
充
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
構
築
を
革
新
懇
の
重
要

課
題
と
し
て
あ
ら
た
め
て
今
回
の
奈
良
革
新

懇
総
会
で
提
起
し
ま
す
。 

（
２
面
へ
続
く
） 

 
 

9.27 総会特集 

１ 

日
本
の
経
済
を
国
民
本
位
に
転
換
し
、暮
ら

し
が
豊
か
に
な
る
日
本
を
め
ざ
し
ま
す
。 

２ 

日
本
国
憲
法
を
生
か
し
、
自
由
と
人
権
、
民

主
主
義
が
発
展
す
る
日
本
を
め
ざ
し
ま
す
。 

３ 

日
米
安
保
条
約
を
な
く
し
、非
核
・非
同
盟
・

中
立
の
平
和
な
日
本
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 革
新
懇
の
３
つ
の
共
同
目
標 

9 

27 
／ 
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奈良革新懇    年総会を開催 2025 「
戦
争
か
平
和
か
」「
暮
ら
し
破
壊
」の
情
勢
を
共
有
し
、 

奈
良
革
新
懇
の
は
た
す
べ
き
役
割
を
確
認
し
た
総
会
で
し
た 

 

演
、
浜
矩
子
講
演
に
続
い
て
開
催

し
、
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

も
う
一
つ
の
柱
は
、
市
民
と
野
党

の
共
闘
の
力
で
「
さ
よ
な
ら
自
民
党

政
治
」
を
広
く
県
民
に
呼
び
か
け
る

街
頭
宣
伝
で
す
。
奈
良
革
新
懇
の
賛

同
団
体
と
地
域
革
新
懇
の
共
同
街

頭
宣
伝
を
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
経
験

を
踏
ま
え
て
実
施
し
ま
す
。
革
新
懇

の
「
３
つ
の
共
同
目
標
」
を
掲
げ
、
自

民
党
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
の

実
現
を
広
く
県
民
に
向
か
っ
て
呼
び

か
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

奈
良
県
に
お
け
る
国
政
選
挙
の

共
通
政
策
づ
く
り
へ
の
参
加 

 

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を

め
ざ
す
こ
と
に
揺
る
ぎ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
政
選
挙
に
臨
む
奈
良
革

新
懇
の
基
本
方
針
を
あ
ら
た
め
て

確
認
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
上
で
、
「
安
保
法
制
廃
止
」
と

「
立
憲
主
義
の
回
復
」
と
い
う
原

点
に
基
づ
き
、
奈
良
革
新
懇
は
県

内
の
立
憲
野
党
に
「
革
新
懇
の
３

つ
の
共
同
目
標
」
を
示
し
、
奈
良

県
に
お
け
る
国
政
選
挙
（
奈
良
選

挙
区
）
の
共
通
政
策
づ
く
り
の
協

議
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く

こ
と
を
新
た
に
提
案
し
ま
す
。 

 

統
一
戦
線
運
動
の 

前
進
・
発
展
に
向
け
て 

 

原
発
ゼ
ロ
・
被
災
者
支
援
奈
良
の

つ
ど
い
や
「
治
安
維
持
法
」
施
行
百

年
記
念
の
取
り
組
み
な
ど
平
和
と

民
主
主
義
の
前
進
め
ざ
す
幅
広
い

県
民
に
よ
る
共
闘
の
支
援
を
中
心

に
、
奈
良
県
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
に

結
集
し
て
、
改
憲
阻
止
に
向
け
た
幅

広
い
共
同
強
化
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

今
年
の
「
３
・
９
原
発
ゼ
ロ
・
被
災

者
支
援
奈
良
の
つ
ど
い
」
の
チ
ラ
シ

に
掲
載
さ
れ
た
呼
び
か
け
人
・
協
賛

団
体
の
総
数
は
６０

で
、
10

年
ほ
ど

前
だ
っ
た
ら
名
前
を
連
ね
る
こ
と
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
団
体
や
個
人
が

い
っ
し
ょ
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
一
点
共
闘
に
よ
る
共

同
の
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
は
、
奈

良
県
に
お
け
る
平
和
と
人
権
、
民
主

主
義
を
守
り
発
展
さ
せ
る
運
動
の

財
産
で
す
。
さ
ら
に
「
総
が
か
り
行

動
」
的
な
運
動
づ
く
り
は
奈
良
県
に

お
け
る
統
一
戦
線
運
動
の
展
望
に

関
わ
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 組
織
強
化
と
革
新
懇
づ
く
り
の 

 
 

 
 

課
題
の
共
有
化
と
団
結
を 

 

壮
大
と
も
い
え
る
奈
良
の
革
新

懇
運
動
を
実
践
す
る
革
新
懇
づ
く

り
が
、今
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

革
新
懇
運
動
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た

方
々
の
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
後
の
活

動
の
停
滞
が
あ
り
ま
す
。
組
織
強
化

と
革
新
懇
づ
く
り
の
５
つ
の
課
題
と

方
針
を
提
示
し
ま
し
た
が
、
奈
良
革

新
懇
の
み
な
さ
ん
の
組
織
づ
く
り
に

む
け
た
団
結
、
そ
し
て
共
に
足
を
踏

み
出
す
こ
と
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
。 

 

 

 

 奈
良
の
革
新
懇
運
動
の
方
針 

 
「
さ
よ
な
ら
自
民
党
政
治
」
の 

大
運
動
を
推
進
し
よ
う 

 

大
運
動
の
具
体
化
の
柱
は
二
つ
。 

一
つ
は
、
今
日
の
政
治
情
勢
を
ど

う
み
る
か
、
行
き
詰
ま
っ
た
自
民
党

政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
実

現
す
る
た
め
の
展
望
の
共
有
を
深

く
広
く
は
か
る
奈
良
革
新
懇
主
催

の
連
続
学
習
会
を
、
五
十
嵐
仁
講

開会挨拶で、井ノ尾寛利代表世話人が平和、命、人権
を脅かす排外主義の危険が広がるもとで、地域革新
懇の共同を広げることが大切だと述べました。 
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多彩な分野から 人が発言 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤田  陽人さん 
（日本民主青年同盟奈良県委員長） 
「原水爆禁止世界大会 2025に参加して」 
●核戦争が実際に起こるかもしれない、身近に
起こるかもしれないということを、「自分ごと」と
して、感情に乗せて訴え、広げていくことの大切
さを学びました。 

加藤  勇さん 
（全日本年金者組合奈良県本部書記長） 
「年金削減に反対する闘いをどうするか」 
●今高齢者を取り巻く生活が非常に厳しいも
のがあります。年金積立金が年金に給付され
ず、株やイスラエルの軍事会社に投資されてい
ることに怒り!! 年金署名で反撃していきます。 

浅野  正光さん 
（奈労連一般労組／平城西地域の住民） 
「革新懇運動のさらなる発展と外国人差別の
件に関連して」  ●国民的な共同の闘いの発
展が今見える形で求められています。奈良市
にもたくさんの外国人がおられ、共に地域づく
りを進めてきた実践を知ってほしいです。 

 

西村 徹さん 
（奈良県教職員組合書記長） 
「教育をめぐる状況と教育全国署名につい
て」  ●教師が生きがい、働きがいを失う中、
教師のなり手が減っています。国は教師を抜
本的に増やすという方針を持っていません。経
産省が目論む教育のデジタル化の危険性を
知ってほしいと学習会を開催します。 

 
吉兼  未来さん 
（奈良民医連事務局長） 
「医療・介護を守る緊急行動提起」 ●物価、
人件費が上がり、しっかりとした医療をすると赤
字になるという異常な事態となっています。社会
保障４兆円削減、１１万病床減らす政策は、命の
減反政策です。ミサイルより医療、ケアを!! 
 

中村 篤子さん 
（新日本婦人の会奈良県本部会長） 
「自民党政治に代わる新しい政治の実現め
ざして」 ●選択制夫婦別姓実現に向けた地元
国会議員要請をはじめ直接議員に声を届ける
取り組みも大事にしています。宣伝等でもぜひ
賛同団体のみなさんの力をお貸しください。 
 

池田  英子さん 
（日本共産党奈良県委員会） 
「差別と分断に反対する国民的共同をつくる
ために」 ●高の原駅で日本共産党の街頭宣
伝に対する妨害行為を目の当たりにしました。
私たちは、こうした差別と分断を許さないため
の懇談会を１０月１１日に開催します。 

 

金治 貞男さん 
（西の京かいわい革新懇） 
「極右・排外主義とのたたかいについて」 
●参政党のビラが私の町内で配られました。こ
うした勢力の台頭を許さないために革新懇の
役割を発揮することが求められています。学習
会の開催など行動を起こすことを提案します。 

河戸 憲次郎さん 
（奈良県平和委員会理事長） 
「自衛隊名簿提供違憲訴訟（ＲＹＵ裁判）と
奈良県平和大会について」 ●この裁判は、
若者を戦場に送らない闘いであるとともに地
方自治を守る闘いです。ご一緒に日本平和大
会のプレ企画の奈良県平和大会の成功を。 

村木 敬さん 
（天理市平和委員会／天理市会議員） 
「平和の問題についての天理での活動」 
●結成２１年になる天理教平和の会は毎月の
例会、商店街でのチラシ配布、署名活動、公開
講座などに取り組み、ＲＹＵ裁判の学習会なども
新婦人天理支部との共同で成功しました。 
 

桧垣 泰弘さん 
（奈良市革新懇事務局長） 
「市民と共同した取り組みについて」●奈良
市では、県域水道一体化問題で市長に不参加
を表明させました。市民運動と労働組合運動が
一体となって取り組めば、市議会を動かすこと
ができるという貴重な経験があります。 

西 ふみ子さん 
（奈良県生活と健康を守る会連合会） 
「戦争を語り継ぐことの大事さ」 
●日本は中国や朝鮮の植民地支配をしてきま
した。今起きている排外主義も、いつか来た道
です。私は９０歳。戦争を知っている世代がわず
かになる中、戦争体験を語り継いでいきます。 

山村 幸穂さん 
（奈良県議会議員） 
「山下維新県政と奈良県議会の現状」 ●６
月の県議会で自民党が分裂して維新と共同し
た知事与党の議長が誕生し、知事の思い通り
に進む状況に。貯め込んだ多額の基金を県民
のために使うために県政刷新を何としても!! 
 

佐藤 真理さん 
（自由法曹団／ＲＹＵ裁判原告弁護団長） 
「革新懇の発展に何が必要か／奈良におけ
る裁判闘争の勝利を」 ●立憲野党の共闘を
めざす革新懇に、政党として参加しているのが
日本共産党のみという状況を変えていくことが
必要ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

＊園部勝章さんが教育の分野からの発言を
準備されていましたが、討論時間がなくなり、
園部さんの発言を保障できませんでした。 

藤田さん 

加藤さん 

浅野さん 

西村さん 

吉兼さん 

中村さん 

池田さん 

金治さん 

河戸さん 

村木さん 

桧垣さん 

西さん 

山村さん 

佐藤さん 
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❖編集後記❖ 
◆総会が終わってホッとする間もな

く、映画「荒野に希望の灯をともす」

の上映実行委員会の準備と「奈良革

新懇ニュース」10月号の編集作業

に追われました。◆自民党の高市早

苗新総裁が、所属議員向けのあいさ

つで「全員に馬車馬のように働いて

もらう。私自身もワークライフバランス

という言葉を捨てる」と発言。オイオ

イ、悪政推進のために馬車馬のように

働かれたら迷惑だよ、と言いたい!! 

●今回、総会に初めて参加しましたが、奈

良県で行われている様々な活動につい

て知ることができてよかったと思いまし

た。一人ひとりの頑張りがあり、今の日

本社会への思いがあり、それらを聞き、

学び、考えることで、自分の活動へ活用

し、より良い活動ができるようにしていこ

うと思います。 

●討論では、排外主義への批判的見解

が多くあったと思いました。これからど

のように対抗・対応していくかが課題。

排外主義に対する学習運動が必要だ

と思いました。 

●奈良革新懇の役割がこれまで以上に

わかったかなぁと思います。「一致点に

基づく共同闘争の発展」を強力に推し

進める提唱を望みますし、これをどう具

体化していくかが課題です。 

 

 

 

 

●自民党政治のせいで、医療・介護・教

育・社会インフラがダメになっている。危

機だ。自分もいろいろな提案ができたら

いいなぁと思いました。 

●活動の輪が広がったケース、広がらな

かったケース党、リアルな運動拡大のあ

り方についての討論を希望したいと思

います。 

●連合系、非共産系の団体や市民との連

帯・共同の「課題」と「展望」を深めて

いきましょう。 

●吉兼さんの「外国人の鹿の暴力を問題

にするくらいなら、米軍兵の沖縄女性へ

の暴力を問題にすべきだ」の発言は痛

快だった！ 

●桧垣さんの報告が良かった。県域水道

のたたかいのように、やっぱり地道な活

動が地域を変える力になると思う。 
 
 
 

 

 

 

 

▲総裁選の投開票と同時刻に開催さ
れた２０人以下学級を求める奈良県民
ネットの学習会に７０人が参加。田中康
寛氏（大教組元委員長）の「世界に広
がるデジタル教育の見直し」と題する講
演は「目から鱗」と大好評。欧米や韓国
などでは「デジタル教育」の弊害に真
摯に向き合い、方針転換が行われてい
るのに日本は全く逆方向。個人情報が
財界に提供される危険性も告発。力合
わせて教育全国署名を推進しましょう!! 

▲近鉄大和西大寺駅で配布された高
市新総裁の誕生を報じた「読売」号外 

▲自民党総裁選の投開票の数時間前
にＪＲ奈良駅前で国民救援会奈良県本
部が名張毒ぶどう酒事件のアピール行
動を行いました。小雨が降るあいにくの
天候でしたが、「奥西勝さんに再審無
罪を!」の訴えや冤罪事件に取り組む若
手弁護士のライブ、奈良のうたごえ協議
会のみなさんによるうたごえなど多彩な
企画で市民や観光客に元気にアピー
ルしました。 

▲奈良県女性センターで、こちらも総裁
選投開票と同時刻に奈良１区市民連
合の第６回総会が開催されました。参
院選に向けた政党懇談会、各政党の政
策学習会、政策協定への合意要請、キ
ックオフ集会、毎月のタウントークや隔
月のニュース発行、６地域交流会など
多彩な取り組みが報告、交流されまし
た。総会には県内の立憲野党や２区・中
南和・県市民連合の代表が来賓として
出席・あいさつするなど、奈良県におけ
る市民と野党の共闘の積み上げが示さ
れた総会でした。 

アベ政治の継承者を自認する高市氏が 

自民党新総裁に選出された10 月4 日 

最
悪
の
高
市
自
民
党
に
、地
元
奈
良
か
ら 

 

を
!! 

平
和
・

暮
ら
し
・

人
権
・

教
育
を
守
る
共
同
を
進
め
よ
う 

NO 

 
 

１０

月
４
日
の
午
後
、
自
民
党
総
裁
選
の

投
開
票
が
行
わ
れ
、
衆
院
議
員
の
高
市
早
苗

氏(

奈
良
２
区)

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
近
鉄

大
和
西
大
寺
駅
前
な
ど
で
新
聞
号
外
が
配

布
さ
れ
た
映
像
と
と
も
に
、
歓
喜
に
沸
き
立

つ
地
元
天
理
市
の
高
市
後
援
会
の
様
子
が

テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
お

祭
り
騒
ぎ
な
の
で
す
が
、
こ
の
後
推
進
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
改
憲
・
大
軍
拡
と
さ
ら
な
る
暮

ら
し
破
壊
を
思
う
と
暗
た
ん
た
る
気
持
ち

で
す
。 

同
じ
１０

月
４
日
、奈
良
で
３
つ
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
和
・
暮
ら
し
・
人

権
・教
育
を
守
る
市
民
の
手
に
よ
る
取
り
組

み
で
す
。
高
市
自
民
党
に
対
抗
す
る
、
一
番

確
か
で
強
力
な
力
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

反
動
攻
勢
に
対
し
て
、高
市
氏
の
地
元
奈

良
か
ら
共
同
の
輪
を
広
げ
、反
撃
を
！ 

 
奈良革新懇 2025年総会の 

感想文から 


